
脱炭素×観光による地域振興
ワーキンググループ

今後の取組み方針

プラットフォーム関係者へのメッセージ

これまでの取組み 現状及び事業化に向けた課題

東日本大震災・原発事故による被災 �� 市町村を中心に、
「脱炭素」に取り組みながら地域振興を図るまちづくりを、
「観光」をテーマに中長期的に支えていきます。

• プロジェクトの方向性や地域でのニーズについて
WG で議論し、整理しました。

• 取り組みについての適正なフレームワークを検討し、
立ち上げるメディアの方向性を整理しました。

• WG 参加企業や団体よりヒアリングし、協力体制や
協力内容について議論しました。

•（仮称）share locals stories 浜通りのメディア立ち上げ
• 地域情報の収集方法や、情報活性化、拡散方法について

実証実験をおこなう。
• 現地入り後のガイド機能を実装し、浜通りでの移動手段や

宿泊設備についての実態をユーザーからのヒアリングを
通じて実証実験をおこなう。

• 浜通りで、観光業に携わる事業者
• ウオーキング、登山など、アウトドア関連の事業者

• 浜通りの　イベントを定期的に開催をしている事業者や自治体
• ライドシェアなど交通事業に取り組んでいる事業者
• 浜通りで宿泊施設を運営している事業者

ワーキンググループ参加予定事業者
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• 地域の協力が不可欠なため、プロジェクトをあらためて
認知いただき、運営面やイベントタイアップについて
具体的に協議したい。

• 開発フェーズと一定の運用コストについては確保済み
だが、プロジェクトの拡大を図るには予算確保が必須に
なる。

PR 　メディアを期間限定公開し、福島浜通
りの「これから」を現地で一緒に体験する
ことを最終目的としたデジタル施策を実
施します。
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福島浜通りの街としての魅力を地域の声を元に再
定義し、現在取り組んでいる未来志向のプロジェクトや
脱炭素プロジェクトをあわせて紹介することで、
現地へ訪問するきっかけ作りに貢献する。




